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図2: カプセル化パケットプロトコルの概念
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【内容】

宇宙データリンクプロトコル（※次頁関連文書①～⑤参照）によって直

接転送されるデータユニットは、CCSDSが承認したパケットバージョン

番号（PVN）を持つ。EPPの主な目的は、認可されたPVNを持たないプ

ロトコルデータユニットを宇宙リンク上で転送する仕組みを提供するこ

とである。本プロトコルは、PVNをヘッダ部に付与するカプセル化処理

に用いられるもので、宇宙データリンクプロトコル群の推奨規格と併

せて利用する。パケットヘッダに付与するPVNを標準化・形式化する

ことで、インターネットプロトコル（IPv4、IPv6）等を含むネットワークプ

ロトコルの多様化にも対応可能な、効率の良いパケット伝送を実現で

きる。

図1にCCSDSプロトコルスタックにおけるEPPの位置づけを示すと共

に、図２にカプセル化パケットプロトコルの概念を示す。上位層のプロ

トコルX、プロトコルYのプロトコルデータユニットは、本プロトコルに

よってカプセル化された後、宇宙データリンクプロトコル群の何れかを

使用してデータリンク層にてデータ転送が行われる。

図1：CCSDSプロトコルスタックにおけるEPPの位置づけ

【概要】

本推奨規格は、地上-宇宙間、宇宙-宇宙間のスペースリンクにおいて、

宇宙データリンクプロトコルでは直接転送できないCCSDSプロトコル

データユニットを転送する際に用いるカプセル化パケットプロトコル（EPP)

を規定するものである。
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※関連文書

①TM宇宙データリンクプロトコル（CCSDS 132.0-B-2: TM Space Data Link Protocol. Issue 2）（推奨規格）

②TC宇宙データリンクプロトコル（CCSDS 232.0-B-3: TC Space Data Link Protocol. Issue 3）（推奨規格）

③AOS宇宙データリンクプロトコル（CCSDS 732.0-B-3: AOS Space Data Link Protocol . Issue 3 ）（推奨規格）

④近傍領域通信-1  スペースリンクプロトコル-データリンク層（CCSDS 211.0-B-5: Proximity-1 Space Link Protocol—Data Link Layer. Issue 5） （推奨規格）

⑤統合的宇宙データリンクプロトコル（CCSDS 732.1-B-1: Unified Space Data Link Protocol. Issue 1） （推奨規格）

各国宇宙機関及びJAXAの動向

本推奨規格は、CNES（フランス国立宇宙センター）が採用しており、ESA（欧州宇宙機関）が採用を計画している。

カプセル化パケットの構造を図3に、

カプセル化パケットのヘッダー仕様を図4に示す。

カプセル化パケットは、ヘッダーとデータフィールドか

ら構成されており、ヘッダー部分には図4の宛先など

の付帯情報が格納される。

Packet Version Number の”111”はEPPを表す。
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図3: カプセル化パケットの構造

図4: カプセル化パケットのヘッダー仕様

カプセル化パケットヘッダー

カプセル化パケット

可変長1～8 octets

カプセル化
パケットヘッダー

カプセル化されたデータ
フィールド

© 2021 JAXA宇宙航空研究開発機構（ ）


